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１
月
15
日

は
、
い
ち
ご
の

日
だ
。
全
国
い

ち
ご
消
費
拡
大

協
議
会
が
、
１
月
15
日
を

「
い
い
い
ち
ご
」
の
ゴ
ロ
合

わ
せ
で
「
い
ち
ご
の
日
」
と

制
定
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　

ま
た
、
毎
月
22
日
は
シ
ョ

ー
ト
ケ
ー
キ
の
日
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
由
来
を
説
明
す

る
に
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
カ

レ
ン
ダ
ー
上
で
、
22
日
は
15

日
の
ち
ょ
う
ど
真
下
に
く

る
。
15
（
い
ち
ご
）
日
が
乗

っ
て
い
る
か
ら
、
22
日
は
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
日
な
の
だ

そ
う
だ
。
こ
の
シ
ョ
ー
ト
ケ

ー
キ
の
日
は
、
あ
ま
り
浸
透

し
て
お
ら
ず
、
毎
月
22
日
に

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
特
別
企

画
を
実
施
し
て
い
る
洋
菓
子

屋
も
見
か
け
な
い
。

　

い
ち
ご
が
最
も
多
く
消
費

さ
れ
る
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
が
売
れ
る
12
月
だ

が
、
本
来
の
旬
は
春
先
か
ら

初
夏
に
か
け
て
だ
そ
う
だ
。

春
に
は
洋
菓
子
店
や
ホ
テ
ル

の
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
様
々
な

と
こ
ろ
で
い
ち
ご
フ
ェ
ア
が

催
さ
れ
る
。

　

い
ち
ご
の
花
言
葉
は
「
幸

せ
な
家
庭
」。
た
ま
に
は
、

家
族
に
い
ち
ご
の
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
で
も
買
っ
て
帰
ろ
う

か
。 

（
Ｙ
）

子どもの運動器が危ない！子どもの運動器が危ない！
６月17日（日）10：00～12：30　Ｍ６月17日（日）10：00～12：30　Ｍ＆＆ＤホールＤホール

帖
佐
悦
男
氏
が
講
演

宮
崎
大
学
医
学
部

整
形
外
科
教
授

市
民
講
座

申込用紙今号同封

脱
福
祉
路
線
か
ら
の
転
換
を

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
６
月
17

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
「
子
ど
も
の
運
動
器
が
危
な
い
！
―

子
ど
も
か
ら
の
ロ
コ
モ
対
策
」
と
題
し
、
市
民
講
座
を
開

く
。
講
師
は
、
ロ
コ
モ
予
防
の
研
究
や
啓
蒙
活
動
に
取
り
組

む
宮
崎
大
学
医
学
部
整
形
外
科
教
授
の
帖
佐
悦
男
氏
。
協
会

は
、
会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
な
ど
広
く
参
加
を
募
っ
て
い

る
。
参
加
費
は
無
料
。

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
ロ
コ
モ
：
運
動
器
症

候
群
）
は
、
運
動
器
の
障
害

に
よ
り
、
移
動
機
能
が
低
下

し
た
状
態
を
指
す
。
ロ
コ
モ

は
高
齢
者
の
症
状
だ
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
現
代
の
子
ど

も
た
ち
は
ロ
コ
モ
予
備
軍
だ

と
指
摘
さ
れ
る
。

　

講
演
で
は
、
現
代
の
子
ど

も
た
ち
の
運
動
器
の
危
機
と

ロ
コ
モ
予
防
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
宮
崎
大
学
医
学
部
教

授
の
帖
佐
悦
男
氏
に
語
っ
て

い
た
だ
く
。

　

講
演
は
、「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」

の
総
会
記
念
講
演
・
市
民
講

座
と
し
て
開
催
。
総
会
で

は
、
連
絡
会
の
活
動
報
告
や

活
動
方
針
を
確
認
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
阪
府

　

う
蝕
、
歯
周
病
の
治
療
が

必
要
な
高
齢
者
の
割
合
が
増

え
て
い
る
。

　

大
阪
府
は
３
月
、
第
２
次

口
腔
保
健
計
画
を
発
表
し

た
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

調
査
し
た
府
民
の
口
腔
内
の

状
況
は
、
む
し
歯
の
無
い
子

ど
も
た
ち
の
割
合
や
、「
８

０
２
０
」
達
成
者
数
の
増
加

た
啓
発
、
要
介
護
者
、
障
が

い
児
家
族
、
介
護
に
あ
た
る

施
設
職
員
へ
の
出
前
講
座
や

実
地
研
修
の
機
会
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
行
う
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
従
来
の
府
の
施
策

の
枠
を
超
え
て
お
ら
ず
、
不

十
分
な
も
の
だ
。
啓
蒙
事
業

だ
け
で
は
、
成
人
期
、
高
齢

期
の
う
蝕
、
歯
周
病
改
善
の

決
定
打
に
は
な
り
え
な
い
。

　

府
民
の
口
腔
状
態
の
改
善

に
向
け
、
抜
本
的
な
対
策
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

協
会
は
、
事
業
所
健
診
や
介

護
認
定
時
の
歯
科
健
診
の
推

進
な
ど
を
要
請
し
て
い
く
。

口
腔
保
健
計
画

　

口
腔
保
健
推
進
に
関
す
る

目
標
達
成
に
向
け
、
必
要
な

施
策
を
示
し
た
計
画
。「
歯

科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
都
道
府
県

は
、
住
民
の
口
腔
内
の
健
康

を
維
持
・
推
進
す
る
た
め
の

方
針
、
目
標
、
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
４
月
１
日
時

点
で
歯
科
保
健
単
独
の
計
画

が
あ
る
の
は
38
都
道
府
県
。

な
ど
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
40
歳
・
60
歳
で
む
し
歯

治
療
や
歯
周
病
治
療
が
必
要

な
患
者
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。不

十
分
な
対
策

　

第
２
次
口
腔
保
健
計
画

は
、
２
０
１
４
年
度
に
策
定

さ
れ
た
第
１
次
計
画
を
総
括

し
、
府
民
の
口
腔
内
の
現
状

や
課
題
を
ふ
ま
え
た
も
の
。

成
人
期
、
高
齢
期
に
お
け
る

う
蝕
、
歯
周
病
の
改
善
、
口

腔
内
の
健
康
増
進
が
課
題
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
で
は
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ

た
む
し
歯
予
防
と
と
も
に
、

定
期
の
歯
科
受
診
や
か
か
り

つ
け
歯
科
医
の
重
要
性
を
啓

発
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
府

が
実
施
す
る
具
体
的
な
事
業

と
し
て
は
、
啓
蒙
資
材
を
作

成
し
、
地
域
の
商
工
会
議

所
、
協
会
け
ん
ぽ
と
連
携
し

歯
科
保
険
医
協
会
（
06
‐
６

５
６
８
‐
７
７
３
１
）。今
号

大
企
業
の
内
部
留
保
は
約
20

年
で
２
・
４
倍
化
す
る
な

ど
、格
差
と
貧
困
が
広
が
る
。

健
康
格
差
の
広
が
り

　

雇
用
破
壊
で
所
得
が
減
る

と
同
時
に
、
医
療
、
介
護
の

　

１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら

本
格
化
し
た
新
自
由
主
義
的

な
構
造
改
革
路
線
を
継
承
・

加
速
さ
せ
て
き
た
の
が
安
倍

政
権
だ
。
労
働
分
野
で
は
正

規
雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
へ

と
置
き
換
え
る
「
雇
用
破

壊
」
を
進
め
た
結
果
、
勤
労

者
の
所
得
が
減
少
し
、
貯
蓄

な
し
世
帯
が
３
割
を
超
え
る

（
16
年
）。
そ
の
一
方
で
、

負
担
増
や
年
金
削
減
な
ど
社

会
保
障
の
連
続
改
悪
が
国
民

の
暮
ら
し
に
不
安
と
痛
み
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
経
済
的

な
理
由
に
よ
っ
て
医
療
や
介

護
が
受
け
ら
れ
な
い
「
医
療

難
民
」「
介
護
難
民
」
が
急

経
済
的
理
由
な
ど
で
未
受
診

で
あ
る
こ
と
や
、
口
腔
崩
壊

で
学
校
生
活
が
ま
と
も
に
送

れ
な
い
子
ど
も
の
存
在
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

景
気
冷
や
す
消
費
税

制
だ
。
ま
た
、
消
費
税
増
税

は
、
消
費
の
停
滞
を
招
き
、

経
済
成
長
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
。
89
年
の
消
費
税
導
入

か
ら
、
５
％
、
８
％
と
消
費

税
が
増
税
さ
れ
る
度
に
消
費

は
大
き
く
落
ち
込
み
、
景
気

の
後
退
を
招
い
て
き
た
。

　

税
金
は
「
負
担
能
力
に
応

増
、
子
ど
も
も
高
齢
者
も
経

済
的
格
差
に
よ
る
健
康
格
差

が
進
行
し
て
い
る
。

　

医
科
・
歯
科
協
会
の
共
同

調
査
で
は
、
学
校
健
診
で
要

精
検
の
受
診
勧
告
を
う
け
た

児
童
・
生
徒
の
う
ち
６
割
が

　

安
倍
政
権
は
財
政
再
建
と

社
会
保
障
の
充
実
を
口
実
に

２
０
１
９
年
10
月
の
消
費
税

増
税
を
予
定
す
る
。
消
費
税

は
所
得
の
多
く
を
消
費
に
回

さ
ざ
る
を
得
な
い
低
所
得
者

に
大
き
な
痛
み
を
与
え
る
税

会
保
障
削
減
を
狙
っ
て
い

る
。
医
療
で
は
、
75
歳
以
上

の
窓
口
２
割
負
担
化
、
介
護

で
は
通
所
介
護
の
給
付
抑

制
、
生
活
保
護
で
は
生
活
扶

助
・
医
療
扶
助
の
改
悪
な
ど

を
計
画
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
脱
福
祉
路
線

を
推
し
進
め
、
９
条
改
憲
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
、「
戦
争

す
る
国
」「
大
企
業
天
国
」

を
目
指
す
。
憲
法
９
条
と
25

条
に
基
づ
く
「
平
和
福
祉
国

家
」
の
歩
み
を
発
展
さ
せ
る

の
か
後
退
さ
せ
る
の
か
、
大

き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

通常評議員会
第54回

日時　５月19日（土）
　　　午後６時～８時
会場　Ｍ＆Ｄホール
議事　①2017年度会務活動報告
　　　②2017年度決算案
　　　③2018年度予算案
※ 評議員各位はご出席いただき
ますようお願い致します。評
議員会後には懇親会を開催し
ます。

2018年度
診療報酬改定

狙い
本質と

じ
て
」
課
税
す
る

応
能
負
担
の
原
則

に
た
ち
、
富
裕
層

や
大
企
業
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る

こ
と
が
財
政
再
建

で
も
経
済
の
回
復

に
お
い
て
も
重
要

だ
。
法
人
税
の
引

き
上
げ
と
所
得
税

の
累
進
課
税
の
強

化
が
急
が
れ
る
。

　

国
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め

に
は
、
社
会
保
障

の
充
実
が
不
可
欠

だ
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権

は
18
年
以
降
も
さ
ら
な
る
社

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

成人期でう蝕・歯周病が悪化

大阪府第２次口腔保健計画

歯科健診事業に課題

疑義解釈（その１）
今号同封

「歯科診療報酬点数表関係の
疑義解釈（その１）」の抜粋
を今号に同封する。

同
封
の
案
内
チ
ラ
シ
裏
面
が

申
込
用
紙
に
な
っ
て
い
る
。

ちょうさ・えつお
　宮崎大学医学部整形外科教授。付属病
院副病院長・リハビリテーション科科
長。宮崎市生まれ。昭和59年に大分医
科大学を卒業し、同年宮崎医科大学整形
外科入局。平成16年から現職。「きょう
の健康」、「名医にＱ」、「クローズアップ
現代」など多数のテレビ番組に出演。
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法人税率
43.3％

37.5％
30％ 25.5％ 23.9％ 23.4％

※内部留保は資本剰余金、利益剰余金、引当金（流動負債と固定負債）の合計。
資料：財務省「法人企業統計年報」、単体決算。
資本金10億円以上の金融・保険を除く全企業5,000社。

大企業の内部留保は急伸


